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頸動脈超音波検査は Toshiba SSA-250A 7.5MHz リニアプローブにて施行した。
総頚動脈、頸動脈分岐部、内頸動脈、外頸動脈を観察した。観察範囲での最大





少量から中等量喫煙者（喫煙指数 男性 1－799、女性 1-399）、大量喫煙者（喫
煙指数 男性 800以上、女性 400以上）に分けた。 
対象を喫煙者と非喫煙者に分け、さらに、マーカー中央値（フィブリノゲン
2.99g/L、高感度 CRP 0.51mg/L）で 4群：フィブリノゲン低値かつ高感度 CRP低
値（Fib(L)CRP(L)）、フィブリノゲン高値かつ高感度 CRP低値、フィブリノゲン
低値かつ高感度 CRP 高値、フィブリノゲン高値かつ高感度 CRP 高値
（Fib(H)CRP(H)）に分けた。 
単変量解析では Student's t-test、chi-square testを用いた。 









指数カテゴリ別に検討した。マーカー別の検討と同様に 60 歳、65 歳、70 歳の
それぞれについて検討した。両側検定 p 値＜0.05 を有意とした。ただし、フィ
ブリノゲン値と高感度 CRP で分割した IMT の検討では Bonferroni 法に基づき p
値＜0.0125（0.05/4）を有意とした。 
【結果】 
2502名（男性 805 名、年齢中央値 64歳、喫煙者 566名）を解析した。男女と
もに、喫煙者は非喫煙者と比較し若年で飲酒歴が多く、収縮期および拡張期血
圧、HDLコレステロールが低値であった。男性の喫煙者は非喫煙者と比べフィブ
リノゲン値と高感度 CRPが高く、body mass indexは低かった。女性では非喫煙
者の方が喫煙者よりも mean-IMTが厚くプラークを有する割合が高かった。 






Fib(H)CRP(H) 非喫煙者よりも max-IMT および mean-IMT が肥厚していた(p < 
0.0125)。また、Fib(L)CRP(L)喫煙者は Fib(L)CRP(L)非喫煙者よりも調整 max-IMT
および mean-IMTが肥厚していた（p < 0.0125、図）。男性では喫煙量の増加と調
整 max-IMT および mean-IMT の肥厚が関連した(p < 0.01)。女性では大量喫煙者
は非喫煙者よりも IMT が肥厚していたが、少量から中等量喫煙者では明らかで




ブリノゲンと高感度 CRP の組み合わせは多変量調整した max-IMT および
























‡ p<0.0125 vs  
非喫煙者 Fib(H)CRP(H) 
 
